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研究者から

一言

約２０年に亘り，アルミニウム合金のミクロ組織が材料特性に及ぼす影
響を探索して参りました．研究では，ミクロ組織の制御による強度や加
工性などの改善を目標に掲げ，種々のアルミニウム合金に関する研究
活動を続けて参りましたが，これらの関係は大変複雑で単純に整理でき
ないものであることを実感しています．実際の製造現場では，思いもよら
ぬ原因により予期せぬ現象が多発し，日々，問題点の解決に努力され
ていると思われます．そこで，企業の皆様方から具体的なご相談を頂き，
諸問題に関する研究活動を共同して進める中で，企業および研究室双
方の基礎力や応用力を高めることができれば良いと考えております．

アルミニウム合金（展伸材や鋳物材）について
次のような研究を行っています

❑熱処理によるミクロ組織制御と材料特性

❑強ひずみ加工によるミクロ組織制御と材料特性

❑１００℃/sを超える急速加熱がミクロ組織に与える影響

❑複雑な熱サイクルがミクロ組織形成に与える影響

❑局所熱処理によるオンデマンド材質強化塑性不安定の

解消による成形性の改善
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現在、次のテーマについて
共同研究を募集しています

■強ひずみ加工と熱処理の組合せによるミクロ組織と材料

特性の改善

■強ひずみ加工による鋳物材料の特性向上

■破壊原因の特定とその対策

■超急速加熱を含む精細な温度制御による新規ミクロ組織

の探索

■高温条件における疲労特性の評価

■熱処理条件の最適化による焼入れひずみと製造コストの

低減

適用できる製品・産業のイメージ

各種アルミニウム合金製品について

⚫強度や延性ならびに加工性などの改善

⚫熱処理条件の最適化

⚫材料特性の安定化

⚫製造コストの低減

⚫その他（アルミニウム合金に関する諸問題の解決）
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